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研究背景として、まず Navarro,Frenk&White(1997)は宇宙の大規模構造をＮ体計算によっ

てシミュレートし、その結果 

「ダークハローの密度プロファイルは、宇宙の初期条件やその質量によらず、皆ある共通

の特徴をもつ（Universal Profile）」 

という結論に達した。 

もしダークハロー密度プロファイルを定量的に定められれば、渦巻き銀河の回転曲線や、

銀河団高温ガスの分布などについて、観測可能な予言が導けると考えられる。しかも、も

しそれが彼らの主張のように、宇宙の初期条件等によらないシンプルなものであれば、ダ

ークハローのかかわる多くの研究がより容易になる。 

当然、この結果に対して、多くの研究者がＮ体計算による検証実験を行ってきた。しかし

現在に至っても、Universal Profile の真偽や、ダークハローの密度構造の形成メカニズム

について、不明な点が多く残されている。 

その理由の一つとして、それらの先行研究では主に、z=0 付近のダークハローに対してのみ、

密度プロファイル分析を行ってきている点が挙げられる。すなわち、そもそもその密度プ

ロファイルが、どのような時間進化の果てに現在の形態に至ったのか、その形成過程に関

する分析が十分になされていないのである。 

 

そこで本研究においては、先行研究では未だなされていない、宇宙論的初期条件のもとか

らダークハローを生成し、密度プロファイルをその merger history とともに分析する、と

いうことを行う。 

平成 20 年度においては、XT4、GRAPE、汎用 PC 環境を用いて、この大規模シミュレー

ションのための時間積分コード（並列ツリーコード(石山智明氏(国立天文台)提供)）、解析コ

ードのセットアップ等を行った。 

平成 21 年度には、上述の時間積分・解析を実行に移し、修士論文にまとめる予定である。 


